
東日本大震災から８年

復旧・復興、そして未来へ

東北６県
宿泊者数

外
国
人
は
震
災
前
の

倍
に

観
光
中
心
施
設
の
宿
泊
減
少

機構の事業

知
名
度
向
上
へ
ネ
ッ
ト
活
用

デ
ー
タ
収
集
、人
材
育
成
塾
も

紺
野
純
一
・
東
北
観
光
推
進
機
構
専
務
理
事
に
聞
く

東北観光の
現 状

広
域
連
携
の
取
り
組
み
で
成
果

ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス

海
外
か
ら
の
直
行
便
が
増
加
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東
北
の
観
光
産
業
振
興
と
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

東
北
６
県
と
新
潟
県
の
関
係
者
で
組
織
す
る
東
北
観
光
推
進
機
構
。
紺

野
純
一
専
務
理
事
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
東
北
観
光
の
復
興
状
況
、

同
機
構
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
・
森
田
淳
）

　
観
光
庁
が
２
月

日
に
発
表
し
た

宿
泊
旅
行
統
計
調
査
の
２
０
１
８
年

の
結
果（
速
報
値
）を
基
に
、東
北
６

県
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
者
数

の
動
向
を
見
て
み
よ
う
。外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は
東
日
本
大
震
災
前
の


年
に
比
べ
て
約
２
・
４
倍
に
増
加

し
た
。一
方
で
、日
本
人
を
含
め
た
延

べ
宿
泊
者
数
全
体
で
は
、
年
比
の

伸
び
率
が
全
国
水
準
を
下
回
っ
た
ほ

か
、観
光
客
中
心
の
宿
泊
施
設（
観
光

目
的
の
宿
泊
者
が

％
以
上
）に
限

る
と
、震
災
前
の
水
準
に
は
回
復
し

て
い
な
い
。

　
統
計
の
調
査
手
法
に
変
更
が
あ
っ

た
た
め
、震
災
前
の

年
の
実
績
値

と
比
較
で
き
る
従
業
者
数

人
以
上

の
宿
泊
施
設
を
対
象
と
す
る
。

　
東
北
６
県
の

年
延
べ
宿
泊
者
数

は
３
１
８
４
万
５
千
人
泊
。
年
比

で
１
・
４
％
減
、
年
比
で
は
５
・
３

％
増
と
な
っ
た
。全
国
合
計
が

年

比
０
・
２
％
増
、
年
比

・
１
％
増

だ
っ
た
の
で
、全
国
水
準
の
伸
び
率

に
は
届
か
な
か
っ
た
。県
別
で
は
、秋

田
県
は

年
の
実
績
値
を
こ
れ
ま
で

に
一
度
も
超
え
て
な
い
。

　
東
北
６
県
の

年
外
国
人
延
べ
宿

泊
者
数
は
１
２
１
万
４
千
人
泊
。

年
比
で

・
６
％
増
、
年
比
で
１
４

０
・
３
％
増
と
な
っ
た
。政
府
が
目
標

と
す
る
１
５
０
万
人
泊
が
視
野
に
入

っ
て
き
た
。県
別
に

年
比
を
見
る

と
、青
森
県
が
３
９
０
・
３
％
増
、岩

手
県
が
１
８
１
・
３
％
増
、宮
城
県
が

１
１
６
・
０
％
増
、秋
田
県
が

・
２

％
増
、山
形
県
が
１
３
６
・
９
％
増
、

福
島
県
が

・
９
％
増
と
な
っ
た
。

　
東
北
６
県
の

年
延
べ
宿
泊
者
数

全
体
に
対
す
る
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
の
構
成
比
は
、
年
比
で
２
・
１
㌽

上
昇
し
て
３
・
８
％
だ
っ
た
が
、全
国

の

・
３
％
に
比
べ
る
と
低
い
。ま

た
、全
国
の

年
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
に
東
北
６
県
が
占
め
る
割
合
は

１
・
５
％
だ
っ
た
。

　
一
方
で
、東
北
６
県
の
従
業
者
数


人
以
上
の
宿
泊
施
設
の
う
ち
観
光

客
中
心
の
宿
泊
施
設
に
限
る
と
、状

況
は
異
な
っ
て
く
る
。
年
延
べ
宿

泊
者
数
は
１
億
４
７
２
７
万
人
泊

で
、
年
比
で
０
・
３
％
減
、
年
比

で

・
８
％
減
と
な
っ
た
。

　
観
光
客
中
心
の
宿
泊
施
設
の

年

延
べ
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
、県
別
の


年
比
を
見
る
と
、青
森
県
は

・
１

％
増
だ
が
、岩
手
県
は

・
０
％
減
、

宮
城
県
は

・
９
％
減
、秋
田
県
は


・
１
％
減
、山
形
県
は

・
５
％
減
、福

島
県
は

・
８
％
減
だ
っ
た
。こ
の
う

ち
宮
城
、秋
田
、山
形
、福
島
の
４
県

は

年
の
実
績
値
を
こ
れ
ま
で
に
一

度
も
超
え
て
い
な
い
。

　
観
光
客
中
心
の
宿
泊
施
設
の

年

の
客
室
稼
働
率
は
、東
北
６
県
で


年
比
１
・
１
㌽
減
の

・
５
％
だ
っ

た
。全
国
の
同
７
・
５
㌽
増
の

・
０

％
に
比
べ
て
低
い
。県
別
で
は
、青
森

県
が
同
３
・
３
㌽
増
の

・
８
％
、岩

手
県
が
同
１
・
２
㌽
減
の

・
１
％
、

宮
城
県
が
同
２
・
０
㌽
減
の

・
４

％
、秋
田
県
が
同

・
１
㌽
減
の

・

７
％
、山
形
県
が
同
３
・
３
㌽
増
の


・
１
％
、福
島
県
が
同
１
・
１
㌽
減
の


・
９
％
と
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。

　
観
光
客
中
心
の
宿
泊
施
設
で
も
外

国
人
の
宿
泊
は
増
加
し
て
い
る
。

年
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は

万
８

千
人
泊
で
、
年
比
で

・
２
％
増
、


年
比
で
１
０
８
・
８
％
増
と
な
っ

た
。県
別
の

年
比
を
見
る
と
、青
森

県
は
４
５
３
・
９
％
増
、岩
手
県
は
１

４
０
・
７
％
増
、宮
城
県
は

・
０
％

増
、秋
田
県
は

・
７
％
増
、山
形
県

は
１
３
２
・
９
％
増
、福
島
県
は
４
・

７
％
増
だ
っ
た
。　
　
　【
向
野
悟
】

　
―
―
東
北
観
光
推
進
機
構
が
現

在
、力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
。

　
紺
野
　

年
４
月
１
日
に
法
人
格

を
取
り
、
一
般
社
団
法
人
と
し
た
ほ

か
、
同
年

月

日
は
観
光
庁
に
申

請
し
て
い
た
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録

が
実
現
し
た
。
こ
の
よ
う
に
体
制
を

整
備
し
つ
つ
、
航
空
会
社
、
鉄
道
会

社
、
地
方
銀
行
か
ら
人
材
を
集
め
る

な
ど
組
織
を
強
化
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
体
制
の
も
と
、観
光
庁
、

東
北
運
輸
局
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政

府
観
光
局
）
と
連
携
を
密
に
、
東
北

全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、や
る
べ
き
こ
と
は
、東
北
全

体
の
知
名
度
向
上
。
ほ
か
の
エ
リ
ア

に
比
べ
て
低
く
、
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
機
会
も
Ｐ
Ｒ
も
少
な
か
っ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
も
あ
り
、

年


月
か
ら
、
国
の
復
興
交
付
金
を
活

用
し
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
東
北
の
四
季
の
美
し
い
映

像
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
。
秋
の

風
景
の
動
画
が
特
に
好
評
で
、
今
年

の
２
月

日
ま
で
に
２
６
６
６
万
ペ

ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
海
外
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
メ
デ
ィ
ア
の
招
請
事
業
。
東
北

の
良
さ
を
実
際
に
目
で
見
て
、
感
じ

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
だ
。逆
に
、

わ
れ
わ
れ
が
海
外
に
出
向
い
て
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
や
商
談
会
も
行
っ
て
い

る
。
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
知

事
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
こ
こ

３
年
、
毎
年
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
版
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
し
て
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
地
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、「
東
北
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
事
業
の
一
つ
に
、
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
戦
略
策
定
が
あ
る
。
東
北

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
約
７
割

が
首
都
圏
か
ら
で
、
約
２
割
が
定
期

便
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
使
っ
た
東
北

へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
、
ほ
か
の
約
１
割

が
関
西
や
北
海
道
な
ど
ほ
か
の
地
域

か
ら
だ
。た
だ
、デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

首
都
圏
に
来
た
外
国
人
客
の
約
１
割

し
か
東
北
に
来
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
実
態
を
デ
ー
タ
が
証
明
し
て
く
れ

た
。

　
日
本
国
内
で
の
動
き
な
ど
、
外
国

人
客
の
行
動
デ
ー
タ
が
あ
る
程
度
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
行

政
や
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
旅
行
業
界
、
観

光
業
界
の
方
々
と
定
期
的
に
会
議
を

行
い
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

誘
客
戦
略
を
練
っ
て
い
る
。

　
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
は
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
て
い
る
。
地
域
の
デ
ィ

ー
プ
な
情
報
や
商
品
が
こ
れ
か
ら
求

め
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の

情
報
を
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
作
る
。
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
旅
行
会
社

や
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
情
報
を
元
に
し
た
商
品

化
を
促
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
既
に
東
北
運
輸

局
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
り
、
今

年
秋
の
タ
リ
フ
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
も
う
一
つ
は
人
材
育
成
。
デ
ジ
タ

ル
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
を
活

用
す
る
の
は
人
だ
。
わ
れ
わ
れ
は


年
、
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
」
と
い
う

観
光
塾
を
立
ち
上
げ
た
。

歳
以
下

の
東
北
観
光
に
関
わ
る
実
務
者
を
対

象
に
、
自
分
の
県
や
会
社
に
と
ら
わ

れ
ず
、
東
北
全
体
を
俯
瞰

ふ
か
ん

し
て
企
画

力
や
発
想
力
を
発
揮
で
き
る
東
北
観

光
の
担
い
手
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　
各
年
度
で
８
回
の
講
座
を
開
講

し
、
東
北
の
観
光
に
造
詣
の
深
い
人

や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
事
業
者
の
ト

ッ
プ
な
ど
の
講
義
を
聞
く
ほ
か
、
塾

生
同
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
内
容
だ
。

年
度
の
第
１
期
、


年
度
の
第
２
期
で
、
合
計

人
の
修

了
生
を
輩
出
し
て
い
る
。

年
度
は

３
月

日
に
修
了
式
を
行
い
、
修
了

生
は
合
計
１
０
０
人
を
超
え
た
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
勘
や
経
験
は
大
事
だ

が
、
デ
ジ
タ
ル
に
精
通
す
る
若
い
人

た
ち
の
力
が
こ
れ
か
ら
必
要
だ
。
彼

ら
「
百
人
の
侍
」
は
、
東
北
観
光
の

大
き
な
財
産
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　
―
―
東
北
観
光
の
未
来
像
を
ど
う

描
く
。

　
紺
野
　
震
災
後
、
仙
台
で
国
際
会

議
が
開
か
れ
た
時
、
駅
前
の
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
多
く
の
外
国
人

が
往
来
し
て
い
た
。

　
東
北
に
も
よ
う
や
く
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
風
が
吹
い
て
き
た
。
外
国
か
ら

来
た
観
光
客
が
、
こ
こ
東
北
の
各
地

で
触
れ
合
い
、
そ
れ
ら
の
光
景
が
ど

こ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
日
常
に
な

れ
ば
と
思
う
。

　
そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
の
復
興

だ
。
青
森
県
か
ら
福
島
県
ま
で
の
沿

岸
部
の
歩
道
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
」が
今
年
、全
区
間
開
業
す
る
。

こ
れ
は
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘

め
て
い
る
。
観
光
が
沿
岸
部
の
復
興

の
一
端
を
担
え
れ
ば
い
い
。

　
―
―
東
北
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
は

じ
め
、
観
光
事
業
者
に
要
望
が
あ
れ

ば
。

　
紺
野
　
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
ま
さ
に
、

地
域
の
観
光
を
引
っ
張
る
中
核
的
存

在
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
良
さ
、
独

自
の
文
化
を
し
っ
か
り
守
っ
て
ほ
し

い
。そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
、

新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。
人
手
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
る
が
、
外
国
人
労
働
者

を
雇
用
で
き
る
環
境
を
国
が
整
備
し

た
。
こ
こ
が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
だ
。

　
―
―
最
後
に
、
東
北
観
光
の
魅
力

Ｐ
Ｒ
を
。

　
紺
野
　
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
彩
り
が
あ
る
。
桜
と

紅
葉
は
か
な
り
周
知
さ
れ
て
い
る

が
、
冬
の
雪
や
夏
に
向
か
う
時
期
の

新
緑
も
美
し
い
。

　
季
節
ご
と
の
祭
り
、
食
も
い
い
。

モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
と
い
わ
れ

る
が
、
コ
ト
文
化
も
東
北
の
中
に
多

く
埋
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

人
。
朴
訥

ぼ
く
と
つ

で
、
初
対
面
で
は
な
か
な

か
難
し
い
が
、
２
回
、
３
回
と
会
っ

て
い
く
う
ち
に
家
族
の
よ
う
に
打
ち

解
け
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
リ
ピ

ー
タ
ー
が
非
常
に
多
い
の
も
事
実

だ
。

　
昔
な
が
ら
の
日
本
が
あ
り
、
一
言

で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
魅
力
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
魅
力
を
多

様
な
Ｐ
Ｒ
媒
体
を
重
層
的
に
活
用

し
、
情
報
発
信
す
る
。
多
く
の
人
々

に
、
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、

実
際
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
―
―
震
災
か
ら
現
在
ま
で
の
東
北

観
光
を
振
り
返
る
と
。

　
紺
野
　
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故

と
い
う
未
曽
有
の
災
害
で
観
光
を
含

め
た
イ
ン
フ
ラ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。

　
観
光
復
興
へ
、
ま
ず
地
元
で
取
り

組
ん
だ
の
は
、
震
災
か
ら
１
カ
月
余

り
た
っ
た
４
月

日
か
ら
３
カ
月

間
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
青
森
県
を
中

心
に
展
開
し
た
「
青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）」。

自
粛
ム
ー
ド
も
あ
る
中
、
観
光
の
力

で
被
災
地
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う

と
、
予
定
通
り
の
開
催
に
踏
み
切
っ

た
。
以
来
、
Ｄ
Ｃ
は
６
年
間
、
東
北

６
県
の
い
ず
れ
か
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
。

　
４
月

日
は
プ
ロ
野
球
の
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
と
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
が

震
災
後
初
め
て
、
本
拠
地
の
仙
台
で

試
合
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
東
北
新

幹
線
が
新
青
森
ま
で
全
線
復
旧
し
、

そ
し
て
宮
城
県
の
村
井
知
事
が
「
震

災
復
興
キ
ッ
ク
オ
フ
デ
ー
」
と
宣
言

さ
れ
た
日
だ
。
試
合
の
開
催
が
被
災

地
の
私
た
ち
の
元
気
の
源
と
な
っ

た
。

　
７
月

、

日
は
仙
台
市
で
、
東

北
６
県
の
祭
り
を
集
め
た
「
東
北
六

魂
祭
」
が
初
め
て
開
か
れ
、
２
日
間

で
約

万
人
が
集
ま
っ
た
。
電
気
も

つ
か
な
い
、
先
が
見
え
な
い
状
況
が

長
く
続
い
た
中
、
「
観
光
に
は
地
域

を
元
気
に
す
る
力
が
あ
る
」
「
こ
れ

か
ら
必
ず
元
気
に
な
れ
る
」
と
祭
り

を
通
じ
て
強
く
感
じ
た
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
エ
リ
ア
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
の
世
界

観
光
会
議
や
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
世
界
旅
行

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
）
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ミ
ッ
ト
、
国
連
防
災
世
界
会
議
な

ど
、
国
際
級
の
会
議
が
仙
台
を
中
心

に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。

　
震
災
後
５
年
ぐ
ら
い
の
期
間
は
、

復
興
へ
の
道
筋
を
付
け
る
、
風
評
被

害
を
払
拭
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
地

元
で
は
大
き
な
力
が
注
が
れ
た
。
こ

れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
金
に
、
観
光

客
の
誘
致
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
た

め
の
土
台
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
国
の
施
策
で
、

国
全
体
で
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
震

災
前
の
２
０
１
０
年
と

年
を
比
較

す
る
と
３
３
３
％
の
伸
び
だ
。た
だ
、

東
北
に
限
っ
て
は
１
８
７
％
。
全
国

レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
。

　
し
か
し
こ
こ
数
年
は
、
国
の
支
援

で
あ
る
観
光
復
興
交
付
金
の
広
域
に

お
け
る
有
効
活
用
な
ど
で
成
果
が
出

始
め
て
い
る
。

　

年
は
観
光
庁
が
推
進
す
る
「
広

域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成
促
進
事

業
」
で
、
当
機
構
が
申
請
し
た
「
日

本
の
奥
の
院
・
東
北
探
訪
ル
ー
ト
」

が
同
事
業
の
ル
ー
ト
の
一
つ
に
認
定

さ
れ
た
。

　

年
は
当
機
構
の
清
野
智
・
前
会

長
が
「
東
北
は
連
携
し
て
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
、新
潟
県
を
含
め
た
７
県
で
、

知
事
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
台

湾
で
初
め
て
行
っ
た
。
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
は
以
来
、

年
に
香
港
、

年

は
大
連
と
、
毎
年
行
っ
て
い
る
。
単

県
で
の
事
業
に
比
べ
、
現
地
の
対
応

や
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
想
像
以
上

で
、
そ
の
後
の
誘
客
や
路
線
就
航
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
台
湾
は
震
災
直
後
、
仙
台
と
の
間

を
週
２
便
し
か
飛
ん
で
い
な
か
っ
た

の
が
、
今
は

便
に
増
え
た
。
青
森

空
港
や
花
巻
空
港
に
も
海
外
か
ら
直

行
便
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
青
森

に
は
天
津
、
花
巻
に
は
上
海
か
ら
の

直
行
便
が
就
航
し
た
。

　
東
北
へ
の
外
国
人
客
（
従
業
員


人
以
上
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
延
べ
宿

泊
客
数
）
は

年
に

万
４
５
０
０

人
泊
。
震
災
で
一
気
に
減
っ
た
が
、

一
昨
年
は

万
５
千
人
泊
、
昨
年
は

１
２
１
万
４
千
人
泊
と
、
２
０
２
０

年
１
５
０
万
人
泊
の
目
標
達
成
が
視

野
に
入
っ
て
き
た
。

　
今
年
は
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
が
開
催
さ
れ

る
。
来
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
福
島
で
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
試
合
が
開
か
れ
る
。
試
合
観

戦
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
少
し
足
を
延

ば
し
て
、
東
北
各
地
の
魅
力
を
見
て

も
ら
う
た
め
の
施
策
を
現
在
、
わ
れ

わ
れ
は
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
―
―
国
内
の
旅
行
客
の
入
り
込
み

状
況
は
。

　
紺
野
　
宿
泊
ベ
ー
ス
で
年
間
２
９

０
０
万
人
泊
と
、
こ
の
と
こ
ろ
横
ば

い
か
ら
微
増
傾
向
だ
。

　
お
客
さ
ま
の
層
が
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
い
る
。
震
災
直
後
は
被
災
地
支

援
の
方
々
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
減

っ
て
い
る
。
そ
し
て
遠
方
か
ら
の
バ

ス
ツ
ア
ー
が
減
少
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ

な
ど
で
歯
止
め
を
掛
け
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
同
様
、
戦

略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
修
学
旅
行
は
風
評
で
厳
し
い
状
況

が
続
き
、
被
害
が
最
も
大
き
い
福
島

県
で
は
震
災
前
の

％
の
回
復
状
況

だ
。

　
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も

は
各
県
の
観
光
連
盟
な
ど
と
連
携

し
、首
都
圏
や
中
部
、関
西
、九
州
、

そ
し
て
新
幹
線
の
開
業
を
契
機
に
北

海
道
へ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
出
掛

け
て
い
る
。
北
海
道
か
ら
仙
台
に
新

幹
線
で
来
て
、
バ
ス
で
福
島
に
入
っ

た
り
、
台
湾
な
ど
海
外
か
ら
来
た
り

と
、
新
た
な
動
き
も
出
て
い
る
。
地

元
で
は
農
家
民
泊
な
ど
、
東
北
ら
し

い
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
る
ほ

か
、
震
災
や
原
発
事
故
の
教
訓
を
学

ぶ
「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
生
ま
れ
て
い

る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
の
観
光
復

興
交
付
金
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
広
域
的
に
東
北
が
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
確
実
に
花
開

い
て
い
る
と
い
う
の
が
東
北
観
光
の

現
状
だ
。




